
（
二
月
来
日
現
在
〕
 

人
 
口
 
一
三
、
 

五
三
一
一
 

世
糟
数
 

二
、
六
六
八
 

公
民
舘
行
ヴ

予
定
 

三
 
月
中
 

ス
ク
ェ
ァ
，
 演
劇
 

川
柳
，
そ
の
仙
文
喜
 

コ
ー
ラ
ス
 

レ
コ
1
ド
コ
 ン
サ
ー
ト
 

及
演
劇
 

書
道
研
究
会
 

ク
 

ク
 

カ
に
郎
演
劇
 

如
帥
ラ

ス
会
 

十十十十十十 十十十ェ 
ー」，71I→」コゴ FITl一一一一 I ノuノ、ーuノ、一“ ”ー一 
日日日日日日 日日日日 

鮮

共
済
組

合
の
選
挙

の
お
知
ら

ゼ
 

一
 
農
家の
皆
さ
ん
，
左
記

K
依
り
五
所
川
 
数
 

一
原町
農
業
共
済
組
合
の
役
員
並
に
総
代
の
 

l
 
理
 
事
 
十
一

名
 

一
選
挙
を行

い
ま
す
か
ら
漏
れ
な
く
投
票
い
 
2
 
監
 
察
 
三
 

名
 

た
し
主
し
よ
う
。
 

3
 
総
 
代
 
三
十
五

名
 

原
 

元
樺
太
籍
の
無
籍

の
方

へ
急
告
ノ
 

一
、
投
票
所
 
五
所

川
原
町
公
民
舘
 

r
 

一
，
投
票
時
間
 
沖
前
九
時
ょ
り
午
後
三
 

1
2
 総監理 

代事事 

町
 

時
 

一
、
選
挙
す
る
理
事
、
監
事
並
に
総
代
の
 

3 2 1 

名名名 

し、 0 

北
津
軽
郡
五
所
川
原
町

発
行
所
 
五

所
川

原
町

役

場
 

電
話
（
ゴ八

番一
一
一
一
一
総
）
 

鮮
臆

庶
務
腺

貴
報
係
 

印
刷
所
 
陸

興
印

刷

株
式
会
杜
 

号
 

4
'
 

第
 

一
要
 
領
 

の
飯
用
米
穀
配
給
日
数
は
二
・
十日
分
で
す
か
ら

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
 

一
一
，
図
表
の
内
容
 

雑
纏

並
び
に幽休
官公
衝
 
加
紙
陪
釘
』
早
く
納

め
て
下

さ
、
い
 

の
全
般
に
関
す
る
も
の
 

う
く
ソ
く
ソ
く
？

く
？
く
 

（
ロ
」
 
学
生
生
徒
見
童
の
作
製
図
表
 

自
 

由
 

一
、
さ
・
”
4
に
未
納
者
に
対
し
て
滞
納
の
督
爾

入
に
当
り
て
は
現
金
買
ひ
を
助
行
す
る
 

促
臣
し
て
置
き
ま
し
た
が
、
 い
ま
だ
よ
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

京
で
は
十
五
円
の
収
入
印
紙
一
枚
と
郵
 
い
場

合
は
そ
の
旨
願
に
記
入
す
る
こ
二
，
図
表
の
規
格
及
ぴ
枚
数
 

都
雛
」
競
総
穀
」
か

舞
味
 

便
切
手
十
円
一
枚
五
円
三
枚
葉
轡
二
枚
 
と
。
 

「
イ
」
 
酒
匠
桜
建
細
で
四
大
パ

（
二
！
 

で

一
掃
露
理
の
た
め
徽
収
に
お
伺

い

を
添
え
る
の
み
で
他
経
費
は
か
、
り
主
ニ
，
現
住
地
の
市
区
町
村
長
の
交
付
す
る
 
」
ハ

尺
×
三
上
ハ
尺
）
と
す
る
。
 

し
ま
す
か
ら
お
準
備
の
上
納
付
し
て
 

臨

醜
喋

繰
鶏

罷
醸

和
 
鷲
を
要
する
家
族
全
員
の
静
器
〔

ロ
）鯨
姦

器
。
町
村
官
公
二
饗
紗

納
が
大変
に多
レ
の
で年
 

t
ト
う
1
斗
 
→
「

『
…
 
叫

子
交
制
艮
α
し
 
度
末
を

控
え
極
力
整
理
に
当
「「
つ
て居
 

誌
知
鶏

（
樺太
へ転
籍
した当
時
三矧
購

驚
難
騒
難
騒
〔

c
」
灘

2
1り
かた
は
任
意
「
鷲
蕩
薄
「
溝
 

の
本
籍
地
役
場

へ
請
求
す
る
）
こ
の
 
書

に
氾
人
の
こ
と
ロ
 

‘
・‘
 
‘

巨
．（

 

三
，
滞
納
者
に
は
繊
に
不
本
意
で
す
が
逐
 

鱗
講

鱗

鰐

多
難
弾

陰
ち
に就
籍
手続
を
三碑
難
ぷ

二
け
日ま
で
 
（
唯
綴
総

響
畿
騒
鍵
 

報
 

記
 

一
、
投
票
用
紙
に
記
載
す
る
被
選
挙
人
の

一
、
選
挙
期
日
 
昭
和
廿
九
年
三
月
廿
日
 
数
 

轟
犠
熟
雄
於

て
審
査
委
員会
“
誌
『
す
か
らお
忘れ
な
く加
受
耶
り

塵
芥
遣

難
い
鱈

降
）
 

六
、
表
 
彰
 

l

、
ー
 
こ
 
《
 
、
二
、
‘
…
 
十

八

日
 
旭

町
、
敷
島
町
 

n
 

就
職
の
手

引
 麟

蕪
難難
 

」加
 
鵬
 
グ
ー
 

可
 

弓
 
き

c
 

い
て
は
本
紙
前
4
月
号
ょ
り
再
三
お
願

い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
こ
の
こ
と
は
統
七
、
そ
 
の
 
他
 
す
叫
も
脚

M
「
削
川
引
目
町
釦
を

溝
人
 
け
在

相
 

錦
町
 

偶
控

違
満

mほ
m線
禦

製
毒
誓
贈
毒

ぽ
れ
る
な
鍛
誘
器
夢

熱
」
鷲
殺

鷲
踊

離
繊

難
躍

載
雛
」
提
山
図
表は
返
選
し
な
い
 
」

し
」
総
輪
繊
搬

駄
昇

庁
い

・
廿
龍
 
麗
鶴
 

、
e
 

く
 
く
 

く
 
く
 
く
 

昼
号
旦
長
乍
父
行
り
寸
乏
争
コ
奏
寺
、
こ
 
沼
ル
ムロ
”
に・m
m脅
え
、
」、
、ぺ
E

こ
 
ト
陶
引
 
働
が

可
，
凡
押
井
り
 

町
内
農
商
工
業
者
の
皆
様
へ
 
？
纏
競
鷲
蘇

震
麟
散

項
唯
α

即
l
r
'
l
 
」
認
 
綴
加
m
l轍
m
 

一
日
北
郡
金
木
町
に
お
い
て
開
催
の
青
 
一
一
し
 
て
 

一十
三
印
 

机
卿
町
ー
 

償
却
資
産
〔
商
費
道
具
〕
の申
告
方
に
っ
計
図
表
を
募
集
し
と
れ
を

一
般
K
展
示
す
 
森
懸
統
計
大
会
に
お

い
て
表
彰
す
る
。
 
お
米
の
配
給
は
政
府
挑
下
米
で
あ
り
ま
」
 
＋
四
旧
 
幾
島
町
、

新
宮
町
 

早
く

出

・
して
下
さ
 

〇
 

O…
・
〇
 

o
 

一
 図
表
提
崩
 
四
月
十
日
ま
で
 

『
．
 

提
 
出
 
先
 

青
森
螺
総
務
部
調
査
課
図
表
係
 
遺
族
年
金

に

つ
い
て
 

優
秀
図
表
の
審
査
 

遺
族
年
金
は
三
月
と
九
月
に
支
挑
わ
れ
 

O
 
O
 
O
 
o
 

償
却
資

産
（
商
売
道
具

）
の申
告

書
を
 



政
 
清
 

四
男
 

‘
木
 村
 
正
 
信

警
三
郎
 
長
男

三
 
上
 
善
 
正
 

高中準一佐 III 津斉 

橋村山戸々形川藤
時 木 善

覇太乗と また浅次 

吉郎作めつこ八郎 

多E 

亡 

こへ源泉徴牧票の写ぎ fliって下さい~ こ 

（チ） 動務先1こ関する本項 	給奥所得者は動務先 

の名櫓とその所在地を記入します 

（リ） 扶養親族 	申告者が扶養する親族を記入し 

ます 

（ヌ） 所得額 	前年中の所得を各区分毎に記入し 

ます0 但し給輿所得の場合は勤労控除をしない金

類を記入ます 

⑥注 意 

I。3月31日まで申告書を提出しない場合は町民税の軽減は 

されません 

2.※の欄は記入しないで下さい 

＠昭和29年度町民税力申告について 
I・申告書を提l廿する入は昭和29年1月1日現在町内に居住し 

昭和28年中に所得のあつた人 
2.申倒切限・・・  	3月3I 旦まで 

3.申告書の記入かた 

（イ） 納碗義務者の現住所、氏名及び生年月日を記入し 

捺印します、 
（ロ） 職業 	申告者の職業を明確に記入します 

ひ、） 世帯主の氏名 	申告者が世帯主でない場合 
に記入します 

（ニ） 不具者又は寡婦の本実 	申告者が不具又は 
寡婦の場合は次のように盛いて下さい 

不具者の場合 	盲，唖、践等 
寡婦の場合‘ 	死別、離婚、生死不明 

（ホ） 家屋の所有者 	自分の家でない場合は家主の住 
所、氏名を記入します 

（へ） 28年中に住所の異動 	前の住所と現住所へ移っ 

た月日を記入します 

（ト） 夫の職業 	夫婦共稼ぎで妻が申告者である 

場合には次のように記入します 
〔例 武雄 玉所川原町役場勤務） 

番 

（表〕肥載例昭和29年度町民税に関する申請書（巾皆期限三月三 I一ー日） 

昭和29年
五所川原町長 殿 

“
 
扶
 

饗
 
親
 
族
 

氏 	 至5』 ~生年月日 続柄’ 一1商 	要 
所
 

主
 

僕
君
 

五
ク
 

ク
 
知
 

豆
  f

 

 
・
 
登
 

Ik8.4.15 妻 
昭20・6・10 長女 

〔イ） 

納鏡義務者の住 

所 氏 名 印 

住
’
「
 

氏
 
名
 

生月
 
年
日
 

多iー」丁 116 の 7 	1ー 昭24・9・25 長男 
五・ 	所 	春 	1封ー圃 II召28.3.9 次男 

大 正 	】 0 年 10 月 713 	生 

ロ職 業  
会
 
社
 
員
 

1 

ム世氏 
	

主
続 の柄 

帯
名 

氏
 
名
 

五 	所 	春 	樹 

統―柄 本 	． 	 人 

（ニ〕 	 不其者 ~ 

又は寡婦の本実 ()l  
，ーi算 の 区ー芽一金 額 

陳瓦所有者催劃誓 
前住所 

町豪 166 Q) 7 	郎 
給 奥 	所 得 144・000 	円 

護＝費 	群言ー一ー一一ーー―胃 
（へ） 

男和28貫中住協暫鷹瓦和28 

腎
森
市
大
字
火
町
三
丁
目

2
5
 

 

年1
0月7日

 

駈 得 一賢ー一ー露 36・000 	円 
退 職 	所 得 円 

O
夫一 の 職 業 

円 
計 ・ 1800・000 	円 

う務 に す  
G
勤水 先 関 る項 
勤
 
務
 
先
 
の
‘
名
 
零
 

 
 
・

所
 
在
 
地
 

産
策
開
発
銀
行
五
所
川
原
支
店
 
大
町

3
5
0
 

備考  

給
輿
所
得
者
は
源
泉
微
放
漂
 

へ
貼
付
し
て
下
さ
い
 

（裏） 注意‘1「 

号
 

ォ
廿
 

五 所 川 原 町 報 	 第 日
 

昭和 29 年 3 月 

ー
 
一
  

I
 

ー
・
 
“
  
'
 
 
（

一
‘
dヲ
・
一
胡‘L・
一
一
し
一
ー
 

乙
吐
  
n
  本
 

長
 
隈
 

・
二
男
 

縫
麟
難
「
鷲
難警
難
羅
警
無
懸
田
報
議緋騒
「
鳶
瀞
A
鷺
 

ま
す
 

‘
●
ー
“
加
“
"

h
】
リ・

 

昭
和
二
十
九

年
度

町
民
税

に
関
す

る
 

群
勲
鋳
り
熟
響
琴
一

人
剃
督
嘉
熱

望
裁
畿
ー
‘

記
 
ー
ー
 

“
隷
騒
編

電
ま
（粉
正i
利
 

ユ
m
m
轟
遼
 
徐
与

市
・
ー
 

武
戸
西
夢
子
 

ノ
ノ」
ー

ー
ー

ニ
ノ
 
ー
、
 

ー
‘
 

．
ー
 

二
 
j《
 

伯
記
七
時

H
り
午
後
四
時
知
剖

の
上
（
如
「
心
川

W
い
か
」
」
‘細
出
 
は
 
数
 

二
加
衝

ー
 
：

i
iー
勝
一
肩
ー
 

知
男
「
 

い
い

コ
警

是

u

ケ

こ
つ
、
 

て
 

…
 
二
 

・

・
《
i
に
一、
 

笹
i
 
~
 
I
Jlー

司
和
か
い
o‘
ー
ー

、
 
ー
ー
、ー
ー
 
内
 

・
」
爵
唯
准
仁

右
衛
門
ー
癖
，
藤
ー

I虻
 

ー
‘
・
ー
ー
ー
ー
：一
、
・
‘心
 

種
実
施
に

つ
い
て
  

ヂ

フ

テ
リ

ァ
予

防
接
 

く
申
告
し
て
戴
き
ま
す
。
 

二
、
期
 
日
 
三
月
二
十
四
日
 

い
に
な
る
方
は
保
陰
課
（
古

い
受
診
証
を
 

こ
 
し
 
い

一
l
F
 

木
 
村
 
靖
 
子
 

い
の
方
も
間
じ
で
す
。
用
紙
は
現
務
課

一
、
対
象
者
 
生
後
六
ケ
月
よ
り
滋
玉
才
 
四
月
中
に
は
皆
様
の
御
乎
許

（
お
屈
け
一
興
で
あ
ろ
ら
。
 

灘
 
谷
 
拓
 
己
 

に
ゆ
山
る
と
准
上
げ
ま
け
か
ら
洩
れ
な
 

迄
 

す
る
亭
に
た
り
ま
す
が
，
其
の
前

K
お
使
 

△
五
所
川
原
村
 

一
 
夫
 

二
女
 

'H
‘「
仁
篇
嘱
考

n
?
？
ノ（
1
1
ノ
 
、
《
ー
 

ヂ

フ
テ

リ
ア
幕

J
」力
血
女
 
三
、
1

一
丁
 H
c
ii
ー
苦
‘
』
じ
 
．r
一
い

一
三
ー
ー
・
吉
子三
l
ー
？
と
 
十

三
軒
 
百
姓
 

【リ
ー
う
kユ
．
ガ
 
乏
ぐ
i一
 

三
、
場
 
所
 
町
立
五
所
川
原
病
院
 
尚

一
月
十
三
日
以
降
発
行
年
月
日
の
受
一
 

四
．
料
 
金
 

一
人
一
回
二
十
円
 

診
証
は
そ
の
ま
、
使
つ
て
も
ら
い
ま
す
。
 

五
所
川
附

保
育

園
 

は
 
数
  

1
1汁八
声

」

・
ー
・I
I
i傘
ー
馬
 
町

I
可
 

△
喰
 
川
 
村
 

十
三
軒
 
百
姓
 

十
軒
 
水
呑
 

清
 
浩
 
長

女
 

原
 

隆
 
子
 

岩
木
町
 

鎌

谷

町

幾
島
町

布
屋

町

鎌

谷
町

鎌
谷

町

敷
島
町

寺
 
町

中
不
井
町

下
準
井
町

下
準
町
町

布
屋

町

錦
 
町
 

雑
谷

町
 

旭
 
町
 

柳
 
町
 

見
童
認
祉
法
の
規
定
に
よ
り
昭
和
二
十

九
年
慶
保
育
所
に
入
所
決
定
に
な
つ
た
見

童
に
は
左
記
事
項
留
意
の
上
人
所
さ
せ
る

よ
う
討
願
い
し
ま
す
。
 

記
 

一
、
華
美
な
服
装
は
絶
対
に
止
め
て
下
ざ
 

、
 
。
 

レ
 

下
さ
い
。
 

一
、
 ハ
ン
カ
チ
と
チ
リ
紙
持
参
さ
せ
る
本

一
，
保
青
所
に
来
る
前
に
必
ず
大
便
さ
せ

る
事
 

一
，
先
生
は
途
り
迎
え
し
ま
せ
ん
か
ら

一

人
で
来
れ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
 
。
 

，
選
っ
て
来
た
時
必
ず
帰
っ
て
下
さ
い
 

、
保
育
時
間
は
毎
日
少
し
づ
つ
の
ぱ
し

て
三
週
聞
で
三
時
に
帰
す
よ
う
に
し

ま
す
か
ら
韓
当
は
こ
ち
ら
か
ら
云
う

ま
で
持
た
せ
な
い
で
下
さ
い
。
 

一
、
長
時
間
保
育
の
必
要
な
人
は
申
し
出

て
下
さ
い
。
 

一
，
玩
具
ゃ
お
築
子
，
お
金
は
絶
対
に
持
 
ー
 

I
一
 

た
し
て
よ
こ
さ
ぬ
段
に
し
て
下
さ
い

I
  ・
 

・
一I
 

一
．
人
所
式
は
四
月
七
日
で
す
。
 

、

上
 
ー

茂
 

④
五
所
川
原
保
育
園
に
措
置
見
童
で
な
く
嘉
 
久
‘
 
畏
男

私
的
契
約
に
よ
り
入
所
さ
れ
る
見
童
の
 
長
 
尾
 
嘉
 
弘

通
知
は
保
育
所
長
ょ
り
入
所
通
知
あ
る
翼
次
郎
 

二
男

に
付
御
承
知
願
い
ま
す
。
 

一
松
 
本
 
達
 明
 

源
三
郎
 
一
一
勇
 

昔

の
五

功
川

原
 

政
声
山
 

協
男
美

福

士

貞
蔵
 

竹
浅
一
利
 誤
女
之
 

明
治
九
年
四
月
五
所
川
原
『
今
の
元
町
）
 
山
川
嘆

理
子

喰
川
（
支
村
新
屋
致
、
鎌
谷
）
ー
 
不
井
久
三
郎
 
長

女

町
ー

柏
原
の
四
ケ
村
俳
合
し
て
五
所
川
 

藤
 
森
 
典
 
子

原
村
と
柵
し
た
も
の
で
、
今
や
戸
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